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Fistulifera solaris JPCC DA0580 を見出し、この株が脂質を多量に蓄積する他、他種では見られない「対
数増殖期に脂質を並行して蓄積する」形質を持つことを報告した。また、ゲノムシーケンスにより、
この株がこれまでに報告のない異質倍数性の藻類であることを示した。しかし、これまでは祖先から
引き継がれた 2つの祖先ゲノムが分離できておらず、F. solaris の異質倍数性と形質の関連性に関する
研究は進展がなかった。本研究では、F. solaris の異質倍数性と脂質蓄積性の形質との関連性を解読す
ることを目的として、ゲノム解析およびトランスクリプトーム解析に取り組んだ。 
まず、F. solaris のゲノムを 2つの祖先由来ゲノム（サブゲノム）に分離するため、配列解析を実施






過去の研究で、異質倍数体では一方のホメオロガス遺伝子がより多く発現する Homoeolog expression 
biasが起き、特定の祖先由来の遺伝子が偏って多く発現することが示唆されている。F. solarisにおい
ても、Homoeolog expression bias が発現レベルの高い遺伝子群で起きており、Fso_h由来の遺伝子がよ
り多く発現する傾向にあること、またプロモーター配列がその偏りに関与している可能性が示唆され



































(4) F. solaris の増殖と脂質蓄積に関して論じる際に、藻体のおかれている環境（培地の状態）に関し
て見ていないのか、またその環境変化に対する感受性は他種と比べてどうかという質問に対し、
F. solarisの場合は脂質蓄積が急激に始まる培養開始後 48時間で窒素が培地内で枯渇すること、ま
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